
　

(2)今後の方向性

両施設とも老朽化が進んでいることから、計画的な修繕を行うとともに、公
共施設マネジメント方針の観点からも今後の施設のあり方・運営方針につい
ても検討していく。

新所沢コミュニティセンターでは、放送設備修繕、LED照明への一部切替など、狭山ケ
丘コミュニティセンターでは、西側窓に遮熱性フィルム貼付、障害者用駐車場の乗降ス
ペース確保、放置自転車の撤去、LED照明への一部切替などを行い、施設内環境の
改善を図った。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

○利用者の高齢化により、日中に比べると夜間の利用が少ない。
○今後、ホームページを中心とした広報により、会議室利用に関して、より
詳細な情報提供に努め、利用件数の増加に繋げる必要がある。
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利用者が安全かつ効率的に利用できるよう、施設管理を行っていく。また、施
設利用者に対して、公共施設予約システムの利用を推奨し、事務の軽減化を
図っていく。
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継続

両施設とも老朽化が進んでいることから、計画的な修繕を行っており、狭山ヶ丘コミュ
ニティセンターでは老朽化したエレベーターを修繕計画に基づき、改修工事を行う。
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コミュニティセンターの利用者が安全かつ快適に施設を利用できるよう、施設の維持管理を行い、地域コミュニティの活性化を図る。
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地域の主体的・自主的な活動を支援するため、地域コミュニティ活動の拠点としてコミュニティセンターの整備が必要となった。

総合計画の体系 章 コミュニティ 地域コミュニティの醸成
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ｸﾞﾙｰﾌﾟ 狭山ケ丘・新所沢コミュニティセンター

公民館施設提供事業（各まちづくりセンター）　生涯学習推進センター施設提供事業（生涯学習推進センター）
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平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

①市民による自発的なサークル活動等に対し、集会施設を貸し出しを行い、コミュニティの醸成を図る。
②施設に関しては、老朽化が進んでいるため、利用者の利便性・安全性を考慮し、修繕を行う。
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